
令和８年度 （運動・文化）部活動の方針 

              課外活動の方針 

 

 校名：松本市立波田中学校  

 

目標 

 「夢中・直向・仲間」 

夢中‥そのスポーツ、その音楽、その芸術に夢中になり、より深い技術を追求する 

直向‥部活動での真剣な姿を日常生活に生かし、より良い自分を直向きに追求する 

仲間‥仲間と協力する 仲間を励ます 仲間から学ぶ 仲間と高め合う 

本校の運営方針 

・平日の部活動の終わり方について、各部で生徒・保護者に丁寧に説明していく。部活動終 

 了後の生徒の動向について、可能な限り職員が把握できるよう努める。 

 

・生徒の自主的・自発的活動を大切にする。顧問同士がチームとなって関わる。 

 

・大人の指導に頼りきりの生徒にしない。顧問が種目の専門性が無くても運営できる部活動 

 にしていく。顧問が替わっても生徒が自分の大好きな種目を追求できるようにする。 

 

・顧問が不在で活動に支障があるは活動を行わない。部活動発足会で顧問の都合も話し、可 

 能な範囲を生徒に知らせておく。 

 

・月曜日と水曜日およびテスト３日前とテスト当日は部活動を行わない。 

 

・体罰、暴言の排除。生徒が疲弊する部活動ではなく、学校生活全般に意欲的に取り組める 

ようにしていく。 

 

・生徒との対話に時間を割き、学校で活動する部活動だけでなく、各家庭での自主練で力 

 を伸ばす。 

学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた取組 

◇受け皿となるクラブチームについての情報発信。 

 

◇部活動指導員や外部指導者の活用、教職員との役割分担を行う。 

 

◇部活動運営委員会の中で部活動地域移行の流れと今後の予定を保護者、地域に周知する。 

 

 


